








































































































































ある。ところが、息軒の場合、そこ の奢侈に好感を持つことは遂になかった。江戸の繁栄 貢献のある商人 彼が向 た眼差しは、実に冷淡である。










乱の始平に当たるや、上下帖然として、死囚の獄を脱するが如し。嗜好は未だ動かず、苟も生くれば則ち已む。故に衣は其の暖を取り、食は其の飽を取り、居は其の風雨を蔽するを取る。奇抜滛巧の物、以て其の心を蕩かすに足らず、其の欲 足り易く、其の求 給し易し。是の時に当りて、風俗は淳厚、礼教以て其の分を限ること無しと雖も、未だ以て患を為すに らざるな 。治平漸く久 くして、人
 兵革の惨を知らず。身は逸にして心は安ずれば、則ち嗜欲の念、


















通り、投機によって僅かな元本から莫大 富が生み出される様子を、彼は江戸で目の当たりにしている。その一方 、後述するように、農業は利潤が少 く労力がかかる。する 、人間はど ように身を処する か。








































































































間は、金銀を始めとする通貨を媒介と 消費経済が進展しつつあっ 時代であった。 『政談』には、その現状に対する徂徠の政策提言が纏められている。




金ニテ諸事ノ物ヲ買調ヘネバ一日モ暮サレヌ故、商人ナクテハ武家ハ立ヌ也。諸事ノ物ハ皆商人ノ手ニアリ。夫ヲ金ヲ出シ、貰ヒ請テ用ヲ弁ズルコトナル故、直段ノ押引ハアレドモ、押買ハナラ コトナレバ、畢竟直段ハ商人ノ言次第ニテ、幾程ニテモ急ナル時ニハ買ネバ ラヌコト、是武家皆旅宿ノ境界ナル故、商人ノ利倍ヲ得ルコト、此百年以来ホド盛ナルコトハ 天地開闢以来異国ニモ日本ニモナキ事也。武家知行所ニ居住スレバ、諸事皆如此不自由ナル故、人ノ心ヲ練リ 何事モ年ヲツミ、心掛テ成就スルコトナルニ［……］ 。 （ 『政談』巻之二、宜改当時倉遑風俗之事（
また、武家の困窮を都市への集住に伴う消費経済への参画に見た徂徠は、彼らの所領土着を主張し、生活物品の現地調達
を促している。これは武家の支出節減とともに、流通過程の簡略化による商家の利殖制限が企図された政策である。更に、地方で進む農村荒廃の原因を生活の奢侈化に求め、そして、彼が国の根本と位置付けている農業再生のために、積極的な帰農政策の実施を提唱した。




















惣じて、北浜の米市は、日本第一の津なればこそ、一刻の間に、五万貫目の、たてり商も有事なり。その米は、蔵〻に、やまをかさね、夕の嵐 朝の雨、日和を見合、雲の立所をかんがへ、夜のうちの思ひ入にて、売人有、買人有。壱分、弐分をあらそひ、人の山をなし、互に面を見しりたる人には、千石、万石の米をも、売買せしに 両 、手打て後は、少も、是に相逢なかりき。世上に、金銀の取やりには 預り手形に請判 慥に何時なりとも御用次第 相定し事さへ、其約束をのばし、出入になる事なりしに 空さだめなき雲を印 、契約をた ず。其日切に、損徳をかまはず売買せし 扶桑第一の大商人の心も、大腹中 して それ程の世 、わたるなる、難波橋より、西見渡しの百景 数千軒の問丸 甍をならべ 白土、雪 曙をうばふ。杉ばへの俵物、山もさながら動きて、人馬に付おくれば 大道轟
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き、地雷のごとし。上荷、茶船、かぎりもなく、川浪に浮びしは、秋の柳にことならず。米さしの先をあらそひ、若ひ者の勢 虎臥竹の林と見へ、大帳、雲を飜し、十露盤、丸雪をは らせ、天秤、二六時中の鐘に、ひゞきまさつて、其家の風、暖簾吹かへしぬ。 （井原西鶴『日本永代蔵』巻一、浪風静に神通丸（
全国の年貢米が集積する北浜では、米穀の先物取引が行われている。諸条件によって時々刻々と変化する米価の先の先を



















































































































































原文「征東之師興、都下騒然。領家村高橋子善与予有旧。三月十二日、遣其子吉甫及二弟政長来迎。明日遂避地於領家村。 」 （ 『北潜日抄』 （大正十四年判本、以下同（
（
（
福沢諭吉「福沢全集緒言」 「維新の当年、徳川将軍は東帰、官軍は京師を発して東征の事と為り、其軍勢は既に箱根を越えて富士川に近しなど江戸市中の人情恟々、其間に訛伝誤報は固より必然の勢にし 、官軍必ず乱暴ならんとは市中一般の評判を成したるに付ては 当時横浜に在る外国の公使館領事館等に縁ある者は日本人にして之 雇は 居る身分なりと証明券 貰ひ、之に由 官軍乱暴の災を免かれんとする者多く、中には外国人に無縁の人までも手筋を以て内々 を貰ふた 歴々の人物もあり。 」 （ 『福沢諭吉全集』第一巻、岩波書店、一九五八、二三頁（
。
（
5（『北潜日抄』巻一「 〔引用者補：慶応四年三月〕十七日［……］晡時砲声起於西。八九発乃止 未詳何故 。
（
（
『北潜日抄』巻一「 〔引用者補：慶応 三月〕二十八日夜、将二更、盗銃殺下青木村済法寺僧 蓋都下騒擾、奸徒潜伏者、四散於近郊。故数致此変耳」 。
（
（









例えば、 『書説摘要』 『毛詩輯疏』 『左伝輯釈』 『論語集説』 『孟子定本』など。息軒著述については、高橋智による安井家蔵書に関する一連の研究（ 「安井家の蔵書について」 、 『斯道文庫論集』三五～三七 二〇〇〇～二〇〇二（が委細を尽している。
（
10（
徳川後期儒学の展開において重要となるのは、仁斎学・徂徠学などの古学の登場後に起こった程朱学への揺り戻しであろう。程朱学を批判した徂徠学は、程朱学者からの苛烈な批判を受けている（小島康敬『徂徠と反徂徠』 、増補版、ぺりかん社、一九九四。また、子安宣邦『 「事件」としての徂徠学』 、青土社、一九九〇（
。また、諸藩で藩校が陸続と設置されたのがこの時期であり、こうした状況の中で、











冡田大峯『随意録』巻一「荻生茂卿、称以古言読古書、而生一見、以風靡 時。至今人猶目称 来 矣 而其著書有幾。唯有『弁道』
『弁名』 、 『学則』 、 『学庸解』 〔引用者補： 「大学解」 「中庸解」の合刻本〕 、 『論語徴』在焉。然皆牽強付会過半。其侘之著、則瑣瑣小言、無足覩者矣。而世以為一家学者、蓋得時機之会者与」 。
（
1（





息軒の書く漢文には「返り点」 「送り仮名」はなく、開板の際にも、本人の指示によって付されることは殆どなかった、と言われている。前後転倒による漢文の和読を非とした徂徠学の影響の一つ とこれを理解する向きも （高橋智「安井家 蔵書に いて─安井文庫研究之二」 『斯道文庫論集』三五、二〇〇〇 二〇六頁
（。荻生徂徠『訳筌初編』題言「此方自有此方言語、中華自有中華言語。体質本


























原文「予年二十余、始来江戸、見其閦闠之繁・貨物之富、喟然歎曰、 「盛哉居乎。是可以楽而忘死矣。 」 ［……］蓋都民以貿易為生、十金之利、可以美衣而珍食。至其巧算妙運者、貨殖十年、便能致巨万之富。 」 （ 『息軒遺稿』巻之三、以下同（
（
（0（
原文「夫商也者何所用哉。用之治平 則詐以奢、用之戦陣、則怯以弱。一令悖於心、群起而怨之、其口足以惑人、其勢足服衆、持短評長、以劫大吏。四民之中、習莫劣焉。 」 （ 『息軒遺稿』巻之一、以下同（
（
（1（
原文「当乱之始平 、上下帖然 如死囚之脱獄。嗜好未動、苟生則已。故衣取其暖、食取其飽、居取其蔽風雨。奇抜滛巧之物、不足以蕩其心、其欲易足 其求易給。当是之時、風俗淳厚、雖無礼教以限其分、未足以為患也。治平漸久、人不知兵革之惨。身逸而心安 則嗜欲之念、不能不動。嗜欲既動、則視聴誘於外、心与物化 無所底極。故衣暖矣、而又求其美 食飽矣、而又求其甘、居蔽風雨矣、而又求其華麗宏壮」 。
（
（（ 原文「豊臣氏起而承之、遂大変其法。凡穀之可取者、多方収之、而尽糶之都会之地。其険不便於輸、則直変為金。而百菓草木江海之税、又皆折之銭。於是小民不能不売其物以輸金、金不可得而衣食。則在上之人、亦不能不買其物 供用商売処中、銭買而貴售之、一貨無不経其手、一財無不蔵其肆、和僱僦宅、又握其柄、遂使天下之人、無貴賤 貧富、一日無銭 不能遂其生。故生民而来 金幣之盛 未有如今日。而民之困於金幣、亦未有如今日也」 。
（




（5（原文「宮室有度、衣服有章、葬祭有節、冠昏有量。燕饗贈遺、以至奉養之属。皆定其制 使之足以通其情、而不能以傷其財。海内喁喁、自入乎範囲之中、不能縦其欲。是之謂礼以限之矣。然猶恐 流於侈靡也、故又制其形、以定其俗焉」 。
（
（（
原文「上之所必須、而民之所願以抗納者必多、取其所願、而頒其所須、使凡天下之人、食其穀而用其物。必不得 、然後買之市 則農無賤売之患、而士無貴買之慮 士不買、農不売。則趨末之民、不能独擅其利。夫民之趨末者、特以其逸而多利耳。今利不 楽其身、則游手浮浪之民、必翻然而改慮」
（
（（
原文「無不有本也。培其本而枝葉栄、傷其本而枝葉枯。物皆然。而国家為甚焉。且自古豪傑 士 孰不知農之為国本而務培之 天下之勢、駸駸乎常趨乎末」 。
（
（（























中世から近世にかけての貨幣流通量の増加と物価の上昇については、本居宣長『玉勝間』一の巻に、 「おなじ書〔引用者補： 『吾妻鏡』 〕に、上品ノ八丈絹六匹 代百廿文、紺布二反 代四文とあり。むかしは銭のいといとすくなかりしほど、これにてしるべし」 （文化九年刊本（と。
（
（（
































原文「琉球地偏物少、其財不足以助我乏、其民不足以補我伍。而距我西陲又遠。 ［……］蝦夷不唯不宜棄 又当樹我民以墾闢其地也。及今之時、誠能募貧氓、謫刑徒、厚資而優遣之、使忠信有才略者率之、十百分輩、任力闢之」 。
（








原文「会津有藩祖神公。遠貽翼子之謀。米沢則有鷹山公。振起祖業、皆以倹素立国 流風善政、奉守不敢失 申酉凶荒、死者数万人、二国則無一人凍餒、而米沢尤裕。乃知国之盛衰在政、而不在地也」 。
（
（（ 原文「皇和之為国、居暖帯之中、夏無酷暑、冬無苦寒。今移斯民、居之北地沍寒之境、其難之固宜 而我独為易者 蓋亦有説焉。 ［……］欲禦夷地之寒、莫若師北虜焉。北虜之制室也 鋸巨木而割 其長終材 方尺而斲、凸上凹下、相承以至於檐、仍恐其崩也、植柱於内外、以夾之、其屋則覆以厚板 嵌玻瓈、以取明 戸必重閉 又鑿巨灶於中 日烘薪数十束者再、室広則烘 狭則減之 室中温暖 若内地二三月之候」 。
（
（（



















































状認識を踏まえた息軒 世論を論じている。 法制整備・商業抑制・農業奨励の三政策を構想し 上古聖人の制礼の趣旨を斟酌した法制制定によ 奢侈抑制 税制変更 よる商業活動の制御、穀物生産量の抜本的増加による供給強化を主張たこと 指摘 ている。その上で、 「四
 経世論に流れる徂徠学」では、上記三政策が徂徠の政策提言書である『政談』の内
容を概ね踏襲したものであっ ことを 同文献との比較によって明らかにしている。
また、 「五
 「蝦夷論」─
 息軒と明治日本」では、彼が強固に主張した蝦夷地経略論を分析し、此論が年来の重農指向を基
底とすることを明らかにしている。
以上の考察により、息軒の経世論には徳川中期に隆盛した徂徠の漢学を継いだ点を多く含むものであったこと、そして、
「反近代的」とも受け取れる主張の中に、明治日本の経略に一部連なる内容が含まれていること、これら二点を結論として提起している。
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